
マイクロスケールにおける固体と液体の相互作⽤による⾃⼰組織化について

⾃⼰組織化の例[1]

マイクロスケールの構造物を任意の形で構築し，
⼤量⽣産するのは⾮常に難しいが，この⾃⼰組織
化を⽤いれば容易に⾏うことができると考えら
れ，ドラッグデリバリーなどにも応⽤が期待でき
る

⾃⼰組織化のシミュレーションというのはまだ⾏
われていない．本研究では固体が動く場合の固
体，液体の間にかかる⼒を推測し，それをもとに
⾃⼰組織化の様⼦を解析する

まず⾃⼰組織化って？
左図のような微⼩な折り紙の上に液滴をおいたと
きその液滴と折り紙表⾯の間にかかる⼒によって，
三次元構造を構築すること

[1]M. Reynolds, K. McGill, Capillary Origami with Atomically Thin Membranes(2019)
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